
地
域
の
防
災
力
向
上
の
た
め
に

み

ん

な

で

考

え

よ

う

「

自

主

防

災

」

す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
普
段
か
ら

顔
を
合
わ
せ
て
い
る
地
域
の
人
た
ち
に
よ

る
人
命
救
助
や
消
火
活
動
が
被
害
を
よ
り

少
な
く
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
自

治
会
な
ど
の
組
織
を
活
用
し
て
自
主
防
災

組
織
を
結
成
し
、
日
頃
か
ら
定
期
的
な
防

災
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
お
く
こ
と
が
災
害

に
強
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
の
活
動
例
と
し
て
は
、

竹
や
袋
を
使
っ
て
ご
飯
を
炊
く
炊
き
出
し

訓
練
や
、
防
災
マ
ッ
プ
、
防
災
便
り
な
ど

の
作
成
、
自
主
的
な
防
災
訓
練
の
実
施
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
を
結
成
す
る
に
は
？

　

自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん

で
協
議
を
行
い
、
規
約
・
組
織
・
活
動
内

容
な
ど
を
定
め
て
設
立
し
ま
す
。
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
、
最
も
効
率
的
に
防
災
活

動
が
行
え
る
よ
う
、
そ
の
規
模
や
活
動
内

容
な
ど
を
決
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

提
出
い
た
だ
く
書
類
は
①
規
約
②
役
員

名
簿
③
組
織
図
④
活
動
計
画
⑤
組
織
区
域

図
な
ど
で
す
。
規
約
な
ど
の
内
容
に
つ
い

て
は
安
全
・
危
機
管
理
課
ま
で
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
自
主
防
災
組
織
結
成
等
支
援
事
業

補
助
金
制
度
」
が
あ
り
ま
す

　

自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
、
自
主
防
災

組
織
に
対
し
て
防
災
資
機
材
の
整
備
な
ど

を
行
う
場
合
に
は
、
補
助
金
交
付
要
綱
に

よ
り
当
該
整
備
に
要
す
る
経
費
の
３
分
の

２
以
内
に
お
い
て
助
成
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
申
請
に
つ
い
て
は
安
全
・
危
機
管

理
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

自
主
防
災
組
織
の
結
成
世
帯
数
に
よ
っ

て
、
補
助
金
の
限
度
額
が
異
な
り
ま
す
。

～
結
成
補
助
金
に
つ
い
て
よ
く
あ
る
質
問
～

Ｑ
．
補
助
金
要
綱
作
成
（
平
成
18
年
）
以

前
に
結
成
済
み
で
あ
っ
た
自
主
防
災
組
織

は
、
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
か
？

Ａ
．
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。
結
成
時
期

に
関
わ
ら
ず
、
こ
の
制
度
は
す
べ
て
の
自

主
防
災
組
織
が
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

Ｑ
．
結
成
補
助
金
以
外
に
、
自
主
防
災
組

織
に
対
す
る
補
助
金
や
助
成
金
は
あ
り
ま

す
か
？

Ａ
．
現
時
点
で
は
、
結
成
補
助
金
の
み
と

な
り
ま
す
。

世帯数別補助金限度額

結成世帯数 補助金の限度額

 30 世帯まで  45,000 円以内

 50 世帯まで  70,000 円以内

100 世帯まで 100,000 円以内

150 世帯まで 130,000 円以内

200 世帯まで 150,000 円以内

300 世帯まで 180,000 円以内

301 世帯以上 200,000 円以内

「
防
災
士
」
っ
て
？

　

防
災
士
と
は
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
立

場
に
お
い
て
、
社
会
の
防
災
力
向
上
の
た

め
の
活
動
が
期
待
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
十

分
な
意
識
・
知
識
・
技
能
を
有
す
る
者
と

し
て
、
被
害
の
拡
大
軽
減
活
動
や
地
域
に

お
け
る
被
災
者
支
援
活
動
、
ま
た
平
時
に

お
け
る
防
災
・
減
災
意
識
の
啓
発
・
訓
練

な
ど
、
自
主
防
災
組
織
の
即
戦
力
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
24
年
度
ま
で
に
40
名

の
防
災
士
を
養
成
い
た
し
ま
し
た
。
本
年

度
に
お
い
て
も
、
実
施
時
期
は
未
定
（
昨

年
度
は
11
月
）
で
す
が
、
20
名
程
度
を
養

成
す
る
予
定
で
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座

　
「
ど
う
や
っ
て
自
主
防
災
組
織
を
作
れ

ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
」「
自
主
防
災
組
織

で
防
災
訓
練
を
行
い
た
い
」
そ
ん
な
時
は
、

「
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
」
を
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
申
込
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
の
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

自
助
・
共
助
・
公
助

　

防
災
対
策
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ

れ
る
中
、
南
海
地
震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
災
害
時
、
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
に
は
、
自
助
・
共
助
・
公
助

の
そ
れ
ぞ
れ
が
災
害
対
応
力
を
高
め
、
連

携
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
中
で
も
自

助
・
共
助
が
最
重
要
と
な
り
ま
す
。
自
主

防
災
組
織
を
結
成
し
、
自
主
的
に
訓
練
を

行
い
、
防
災
訓
練
に
参
加
す
る
な
ど
し
て
、

自
助
・
共
助
の
力
で
的
確
に
行
動
が
と
れ

る
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
近
所
の
人
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
お
く
こ
と

で
、
更
な
る
地
域
防
災
力
向
上
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

防災に関する出前講座

講座 No. 講座名 時間（分） 担当部署
46 一般救急講習～おぼえよう！応急手当～ 60 ～ 90 安全・危機管理課
47 普通救命講習Ⅰ 180 安全・危機管理課
48 普通救命講習Ⅱ 240 安全・危機管理課
49 普通救命講習Ⅲ 180 安全・危機管理課
50 火災予防講座 60 ～ 120 予防課
51 地震防災対策講座 60 安全・危機管理課
52 消火訓練 60 予防課
55 自分たちのまちは自分たちで守る 30 安全・危機管理課
56 災害図上訓練（ＤＩＧ） 90 ～ 120 安全・危機管理課

「
自
主
防
災
組
織
」
っ
て
？

　

自
主
防
災
組
織
と
は
、地
域
住
民
が
「
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
考
え
方
（
自
助
・
共
助
）
に
基
づ

い
て
自
主
的
に
防
災
活
動
を
行
う
組
織

で
す
。
地
震
な
ど
の
大
規
模
な
災
害
が
起

こ
っ
た
場
合
に
は
、
行
政
や
消
防
機
関
な

ど
に
よ
る
対
応
（
公
助
）
だ
け
で
は
、
救

助
・
援
助
が
困
難
な
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

自治会など
地域の中で
話し合う

自主防災組織の
結成が決定！

規約・組織図（連絡体制表）
・活動計画を決める

市（安全・危機管理課）
へ届け出る

［
結
成
ま
で
の
流
れ
］

平常時

の活動

①防災知識の普及・啓発
②防災資機材・備蓄品の整備
③防災訓練などの実施
④災害時要援護者の把握
⑤地域内の安全点検
（危険箇所の把握、避難所・
避難経路の確認、地域の防災
マップ作成など）

災害時

の活動

①初期消火
②救出・援助
③情報の収集・伝達
④避難誘導
⑤避難所の管理・運営など

「防災士養成講座」と、
消防署などで実施する
「救急救命講習」を

受講

「防災士資格取得試験」
に合格する

防災士認証登録を
行う

［
防
災
士
の
資
格
を
取
得
す
る
に
は
］

地域の災害時要援護者の避難
や、消火活動を協力して行う
など、地域の安全を地域住民
がみんなで連携して守ること

家庭で日頃から災害に備えたり、
災害時に事前に避難したりするな
ど、自分の命を自分で守ること

市役所や消防・警察・自衛隊など
の防災機関による、救助活動や支
援物資の提供など公的支援のこと

体験・経験型訓練実施会場
妻鳥小学校・三島小学校・長津小学校・旧新宮小
学校の４会場 ※４会場以外での受付・訓練はありません

会場実施予定訓練
消火訓練、バケツリレー消火訓練、応急手当・救
急救命講習、特殊車両展示など

　今年度の防災訓練は、右記の４会場で体験・経
験型の訓練や講習などの実施を予定しております
ので、ぜひご参加ください。なお、訓練会場以外
では、各自主防災組織や自治会などで避難経路や
危険個所の確認をしながら地区の集会所へ避難す
るなど、地域での自主的な訓練を実施し、今一度、
自分たちのまちを見直してみましょう。

※詳しい内容は広報 9月号にてお知らせします！
　 安全・危機管理課　危機管理対策係　23-8090

　 安全・危機管理課
 　危機管理対策係
　 23-8090

日時　9 月 8 日（日）　9：00 ～ 11：30　※荒天時中止


